
　
昨
年
四
月
に
発
足
し
た
新
執
行
部
も
、い
よ
い
よ
二
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。あ
と
一
年
間
を
切
っ
た
任
期
を
、精
一

杯
全
う
す
る
所
存
で
す
。

　
さ
て
、前
号
や
本
誌
の
紙
面
で
も
ご
紹
介
し
た
通
り
、豊

山
派
仏
教
青
年
会
で
は
、本
年
十
一
月
十
四
日（
火
）に【
豊

山
単
独
結
集 

長
谷
寺
大
会
】を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　【
心
機
一
転
│
R
e
b
o
o
t
│
】と
い
う
副
題
の
通

り
、長
き
に
渡
る
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
を
み
せ
た
世
の

中
に
相
応
し
い
結
集
と
な
る
よ
う
、関
係
者
一
同
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、皆
様
方
の
ご
参
加
と
お
力
添
え
を
頂

き
た
く
存
じ
ま
す
。何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
次
長
　
木
村
修
廣

編
集
後
記
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今
後
の
予
定

写
仏
講
座

　
　第
四
回
　令
和
五
年 

九
月
八
日（
金
）

　
　第
五
回
　令
和
五
年 

十
月
十
三
日（
金
）

　
　第
六
回
　令
和
五
年 

十
一
月
十
日（
金
） 

　
　第
七
回
　令
和
五
年 

十
二
月
一
日（
金
）

　
　
　いず
れ
も
十
三
時
開
始
　十
五
時
終
了
予
定

※

天
候
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、延
期
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

　ま
す
。な
に
と
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

全
青
連
結
集 

第
四
十
三
回 

善
通
寺
大
会

　
　令
和
五
年 

十
一
月
七
日（
火
）・八
日（
水
）

災
害
救
援
基
金
芳
名
録

延
命
寺

161

東
京
３

十
念
寺

171

東
京
４

令
和
五
年
度

豊
山
仏
青
特
別
会
員

　
　
　
　会
費
芳
名
録

令
和
五
年
度

　こ
こ
に
、御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
御
寺
院
の
御
芳
名
を
掲
載
申
し
上
げ
、諸
大
徳
各
位
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　（五
月
三
十
日
現
在
）

　　  

災
害
対
策
講
習
会

　
　令
和
五
年 

十
月
三
日（
火
）

　　  

弘
法
大
師
ご
生
誕
一二
百
五
十
年
記
念

真
言
宗
十
八
本
山
お
砂
ふ
みin

善
通
寺

　
　令
和
五
年 

十
一
月
七
日（
火
）・八
日（
水
）

※
 

右
記
の
善
通
寺
大
会
と
同
時
開
催
に
な
り
ま
す
。

※
nuovo

小
布
施（
小
布
施
総
合
公
園
）に
て

豊
山
単
独
結
集 

第
四
十
九
回 

長
谷
寺
大
会

　
　令
和
五
年 

十
一
月
十
四
日（
火
）

　　  

写
仏
講
座
の
感
染
症
対
策
の
方
針
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　こ
れ
ま
で
受
講
者
の
皆
さ
ま
に
は
事
前
の
抗
原
検
査
を
お
願
い

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、令
和
五
年
四
月
の
講
座
よ
り
、抗

原
検
査
は
任
意
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　基
本
的
な
感
染
対
策
は
引
き
続
き
実
施
し
、皆
さ
ま
に
安
全
に

ご
参
加
頂
け
る
よ
う
、今
後
も
感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

延
命
寺

常
泉
院

2552

東
京
１

東
光
院

170

埼
玉
２

光
蔵
寺

成
就
院

31367

埼
玉
３

長
仙
寺

250

東
京
５

不
動
院

18

埼
玉
３

竜
泉
寺

238

埼
玉
４

日
永
寺

正
善
院

1635

千
葉
中

善
照
寺

98

千
葉
１

妙
泉
寺

623

千
葉
２

瀧
泉
寺

東
福
寺

心
福
寺

145202210

茨
城
２

恵
生
院

59

栃
木
１

栃
木
県
第
二
号
宗
務
支
所

97

栃
木
２

無
量
院

46

群
馬
碓

金
剛
寺

77

群
馬
南

真
福
寺

延
命
寺

長
泉
寺

本
性
寺

45606279

愛
　
媛

安
養
寺

妙
光
院

259260

東
京
５

観
音
寺

5

神
奈
川

福
寿
院

慈
眼
寺

福
寿
院

88103222

東
京
２

　こ
こ
に
、御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
御
寺
院
の
御
芳

名
を
掲
載
申
し
上
げ
、諸
大
徳
各
位
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（
五
月
三
十
日
現
在
）
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吉
田 

俊
介

　令
和
五
年
三
月
二
日
、
真
言
宗
豊
山
派
の
大
本
山
で
あ
り
ま
す
護
国
寺
に
於
き

ま
し
て
、
全
真
言
宗
青
年
連
盟
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
十
三
回
忌
事
業
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
僧
侶
は
お
よ
そ
百
名
、
私
も
列
席
し
た
う
ち
の
一
人
で

あ
り
ま
す
。

　震
災
当
時
、
私
の
暮
ら
す
地
域
も
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
強

烈
な
体
験
と
し
て
未
だ
記
憶
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
日
常
は
簡
単
に
形
を
変
え

ら
れ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
十
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
被
災
地
の
な
か
で
も
特
に
大
き
な
被
害
を
受
け

た
福
島
の
今
を
、
当
地
の
僧
侶
で
あ
ら
れ
ま
す
酒
主
秀
寛
師
、
百
田
尊
道
師
、
半

谷
哲
也
師
、
並
び
に
仁
和
寺
学
芸
員
を
お
勤
め
で
あ
ら
れ
ま
す
朝
川
美
幸
氏
よ
り

講
演
と
い
う
形
で
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　復
興
に
際
し
大
切
な
こ
と
、
そ
れ
は
「
つ
な
が
り
」
で
あ
る
。
三
師
か
ら
共
通

し
て
出
て
き
た
言
葉
で
す
。
地
元
地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
、
僧
侶
同
士
の
つ

な
が
り
、
お
檀
家
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
僧
侶
以
外
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
、

そ
し
て
情
報
伝
達
技
術
が
整
備
さ
れ
た
現
代
に
お
い
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
つ
な

が
り
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
自
分
だ
け
で
な
く
他
の
人
を
救
う
こ
と
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
一
朝
一
夕

に
築
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
一
度
し
っ
か
り
つ
な
が
っ
た
な
ら
ば

容
易
く
解
け
る
も
の
で
も
な
い
は
ず
で
す
。
先
の
震
災
で
は
そ
れ
が
顕
著
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　昨
今
、
人
と
人
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
、
寺
檀
の
つ
な
が
り
も

以
前
よ
り
弱
く
な
っ
て
い
る
と
耳
に
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

そ
れ
は
さ
ら
に
加
速
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
そ
う
い
う
時
代
だ
か

ら
、
と
片
付
け
る
の
は
簡
単
で
す
。
で
す
が
我
々
が
震
災
と
復
興
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と
、
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
生
か
せ
る
こ
と
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
は

ず
で
す
。
僧
侶
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
、
多
く
の
人
の
心

と
命
を
救
う
一
助
に
な
り
え
る
。
私
が
今
回
の
事
業
か
ら
学
び
、
感
じ
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　そ
し
て
新
し
く
気
付
か
さ
れ
た
「
つ
な
が
り
」
の
形
も
あ
り
ま
し
た
。
震
災
か

ら
十
二
年
と
い
う
時
が
過
ぎ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
気
付
け
た
こ
と
、
そ
れ
は
次
の
世

代
へ
震
災
の
壮
絶
さ
、
未
だ
残
る
爪
痕
、
復
興
に
携
わ
る
人
々
の
努
力
な
ど
を
語

り
「
つ
な
げ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
い
つ
、
ど
こ
で
や
っ
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
や
有
事
に
直
面
し
た
時
、
私
た
ち
が
つ
な
げ
た
知
識
や
経
験
が
今

現
在
だ
け
で
な
く
、
未
来
の
誰
か
を
救
え
る
か
も
し
れ
な
い
、
力
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
十
三
回
忌
事
業
で
あ

り
ま
し
た
。

　今
回
の
事
業
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
実
行
委
員
の
方
々
、
貴
重
な

お
話
を
し
て
戴
け
ま
し
た
パ
ネ
ラ
ー
の
皆
様
に
改
め
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

東
京
五
号
仏
教
青
年
会

密
蔵
院

全
真
言
宗
青
年
連
盟 

東
日
本
大
震
災
十
三
回
忌
事
業  

福
島
を
想
い 

福
島
か
ら
学
ぶ

                                            

〜
寺
院
を
護
り
、
伝
え
る
た
め
に
〜
　
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



観音院インスタグラム観音院webサイト

　令
和
五
年
四
月
二
十
二
日
（
土
）、
月
門
英
真
監
事
の
自
坊 

群
馬
県
桐
生
市 

観

音
院
に
お
き
ま
し
て
、「
沙
羅
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
シ
ン
ギ
ン
グ
ボ
ウ
ル
の
実
演
・
仏
教
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
販
売
・
匂
い
袋
作

り
等
の
催
し
物
が
開
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
匂
い
袋
作
り
の
講
師
に
は
、
お
香
の
調

合
資
格
を
持
つ
島
田
希
保
副
会
長
が
登
壇
致
し
ま
し
た
。

　「寺
院
の
境
内
を
敷
居
の
高
い
も
の
で
は
な
く
、
誰
で
も
足
を
運
び
、
心
安
ら
ぐ

こ
と
が
で
き
る
公
園
の
よ
う
に
し
た
い
」と
の
思
い
か
ら
開
設
さ
れ
た
沙
羅
パ
ー
ク
。

寺
院
、
ひ
い
て
は
僧
侶
と
人
々
と
の
関
係
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
現
代
社
会
に
お
い

て
、
こ
の
度
の
施
設
開
設
と
イ
ベ
ン
ト
は
、
一
つ
の
良
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

沙
羅
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
て

弘
法
大
師
御
生
誕
千
二
百
五
十
年 

記
念
慶
讃
法
要

　去
る
令
和
五
年
五
月
十
五
日
（
月
）。
真
言
宗
豊
山

派
総
本
山
長
谷
寺
に
て
、
宗
祖
弘
法
大
師
の
御
生
誕

千
二
百
五
十
年
を
記
念
す
る
慶
讃
法
要
が
、
宗
派
を

挙
げ
た
一
大
行
事
と
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　真
言
宗
豊
山
派
第
三
十
四
世
管
長 

総
本
山
長
谷
寺

第
八
十
八
世
化
主 

浅
井
侃
雄
猊
下
が
御
導
師
を
勤
め

る
中
、
全
国
各
地
か
ら
百
名
を
超
え
る
諸
大
徳
が
職

衆
と
し
て
出
仕
さ
れ
る
、
極
め
て
盛
大
な
法
会
と
な

り
ま
し
た
。
我
々
豊
山
派
仏
教
青
年
会
も
、
お
大
師

様
へ
の
報
恩
謝
徳
の
思
い
を
胸
に
、
お
手
伝
い
と
し

て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。



大
会
日
程

　新型コロナウイルスのパンデミックにより、あらゆる活動に制
限が設けられたこの3年間、豊山仏青も例外ではなく、結集も延期
となっておりました。しかし、このお大師様の御生誕1250年正当
年に、御本山を会場として、第49回全国結集を開催できる運びと
なりましたこと、先ずもって感謝申し上げます。
　いま仏教界は、下げ止まらない人口減少問題や、平成不況と言わ
れる長期に渡った経済低迷、更にはコロナ禍によって加速した儀
式の簡略化など、様々な要因で日本人の宗教離れが進み、未だかつ
て無い逆風の中にあります。しかしその様な時こそ、我々青年僧侶
は、お大師様の教えを胸に刻み直し、若さと言う武器を力に、蒼生
の福を増す為の新たな一歩を踏み出さなければなりません。
　是非、本結集に多くの仏青会員諸師のご参加を賜り、そのヒント
を共に探ることができればと存じます。

ご 挨 拶 　三重県伊賀市出身。大正大学卒業後、長谷寺で2年
間の修行の後、長谷寺に奉職、広報を担当する。カメラ
を趣味にしていた経験を生かし、長谷寺の魅力を写真
で伝えるInstagramを始める。カメラを始めたきっかけ
は、仏跡をめぐりインドに行った際にコンパクトカメラ
を購入し、その写真を人に褒められたから。

　両名が管理するお寺のInstagramアカウントは、フォロワー数それぞれ約4.7万人・約1.5万人を誇る人気アカウントで
す。コロナ禍の影響もあり、現代社会ではInstagramなどのオンラインツールの重要性が、一層増しています。この度の結
集では、これからの寺院に必要とされる情報発信・表現方法やSNSの活用などについて、先駆者である両名をお迎えし講
演とパネルディスカッションを行います。

みほとけ 氏

記 念 講 演

懇 親 会 ゲ ス ト

　奈良県桜井市出身。大正大学卒業後、1999年より西
国第七番 岡寺に入寺。2003年頃に公式ホームページ
を立ち上げ、趣味であったカメラで「岡寺の今」を紹介
するが、より多くの人に知っていただく方法はないかと
試行錯誤を重ねている中でInstagramに興味を持ち、
2015年にアカウント開設。現在はSNSを中心に広報活
動を展開中。

　2015年にアイドルとしてデビューし、2016年にはミス鎌倉を1
年間務めた。2018年にアイドル卒業後、仏像・お寺の面白さを発
信するべく、自身を本名の「みほ」と「ほとけ」を掛け合わせ「みほ
とけ」と名乗り、ピン芸人として再デビュー。自称「お寺・仏像研究
家」として年間100以上のお寺を訪れており、拝観した仏像は1万
体を超える。尊敬するものに近づきたいという気持ちから自身を
愛する仏に扮して表現する「仏モノマネ」をSNSで公開するなど、
幅広く活動中。

参 加 申 込 方 法

西国第七番　岡寺　住職代務・副住職

川俣 海雄 師
かわ また   かい ゆう

長谷寺教務部主事

瀧口 光記 師
たき ぐち     こう   き

真言宗豊山派仏教青年会 弘法大師御生誕1250年記念結集

実 行委員会事務局
〒164-0002  東京都中野区上高田5-18-3 光徳院内

（平日9：00～17：00）
T E L :080-3460-9219

参 加 費

お 問 い 合 わ せ

MAIL:buzan.ketsuju49@gmail.com

　3つのステップでお申込は完了します。以下の流れに
従って、申込WEBサイトより必要事項を登録し、参加費
をお振込ください。

申込締切：8月31日（木）まで 総本山長谷寺大会実行委員会

09:30   受付開始 
10:15   開 会 式
10:45   記念撮影
12:30   法　　要 
13:45   講 演 会
15:30   閉 会 式
18:00   懇 親 会
20:00   終　　了 

お 寺 の 魅 力 の 伝 え 方 　 ～ 寺 院 × S N S の 今 ～

https://www.instagram.com/hase_dera/
長谷寺 Instagram

https://www.instagram.com/okadera3307/
岡寺 Instagram

第49回全国結集 総本山長谷寺大会
令和5年11月14日（火・大安）

真言宗豊山派仏教青年会 弘法大師御生誕1250年記念結集

　本年は宗祖弘法大師御生誕1250年の記念すべき年であり、この
ような素晴らしい機会に第49回全国結集を総本山長谷寺におい
て開催させていただける事に大きな喜びを感じています。
　心機一転とはあることを境目にして、ガラッと心の持ちようが
変わることを表します。また、Rebootは再起動を表します。
　コロナウイルスにより我々を取り巻く環境は一転しました。よ
うやくコロナ禍以前の生活様式に戻りつつあるなか、今大会は開
催方式を従来の対面方式にRebootし、これからの未来に我々青年
僧がどう対応していくべきか考える結集にしたいと思います。
　尚、今大会では新しい試みとして参加費の電子決済を導入して
います。
　初の試みゆえ、皆様には何かとご迷惑をおかけする事があるか
と存じますが、実行委員会一同皆様の今後の活動の一助となるよ
う準備を進めて参りますので、多くの皆様のご参加をお待ちして
います。

第49回全国結集 総本山長谷寺大会 実行委員長

鈴木 真人
真言宗豊山派仏教青年会 会長

木村 修明

参加費

※懇親会欠席の場合  10,000円
（どちらも記念誌・記念品・昼食 含む）

15,000円
※参加申込後にキャンセルをされました場合、いかなる理由におきましても参加費
のご返金は致しかねます。予めご了承いただきますようお願い申し上げます。
※領収証は申込返信メールから発行できます。銀行振込の場合は、ご入金後にダ
ウンロード可能です。

●スマホ・パソコン・タブレット端末等、インターネットに接続でき
る環境を準備

STEP1
準 備

●下記コードを読み込むか、URLを入力してアクセス
●必要事項を入力、確認画面へ進む

※協賛金のみの方は「3.協賛金」を選択してください
※協賛金は複数選択可能です
　例：１.協賛金１口 ＋ ４.協賛金４口 ＝ ５口

STEP2

WEB
アクセス

●クレジットカード、または銀行振込にてお支払い
●申込返信メールが届いたらお申込完了
※銀行振込をご利用の方は、お支払いをもちましてお申込完了となります

STEP3
お支払い

申込WEBサイト（Payvent）はこちら

●URLを入力される場合は、下記アドレス宛へアクセスください
　http://bit.ly/49hase
※申込フォームへアクセスできない場合は、実行委員会事務局へ
　お問い合わせください
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介
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仏
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豊友お問い合わせ先

写仏講座・千響チャリティー演奏は

豊山仏青Webサイト
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今
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の
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仏
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座
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賜
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た
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の
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を
掲
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申
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げ
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大
徳
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に
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よ
り
御
礼
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し
上
げ
ま
す
。
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　こ
れ
ま
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さ
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前
の
抗
原
検
査
を
お
願
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さ
せ
て
頂
い
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り
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が
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和
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年
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座
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原
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査
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　基
本
的
な
感
染
対
策
は
引
き
続
き
実
施
し
、皆
さ
ま
に
安
全
に

ご
参
加
頂
け
る
よ
う
、今
後
も
感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
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